
＜局地的に細かく見ながら、全体の概況も考えられる！＞ 

地図を拡大して局地予報のシナリオを立てる時、概況を考える段になって「あれ？そもそもどんな気圧配置だっけ？」なんて、忘れっぽい人に便利。 

 

①「表示（D）」から、【降水map】を選択します。すると… 

 

 

 

 

 

↓このように、小さいマップが出てきます。 

 

 

 

 

 

 



②小さいマップは、拡大して表示させている天気図と平行に見られます。また、拡大している天気図の時間を動かせば、小さいマップの方の時間も 

同時に進みます。局地的な動向を見ながらも、全体像が分かるので概況が書きやすいです。 

また、小さいマップでも、表示させたい要素（Map（輪郭がハッキリするか、しないか）、降水、等圧線、500hPaの等温線）を選択できます。 

例えば、寒冷渦などがある時は、どのタイミングで寒気入るかな？その時、下層の局地的な状態はどうだろう？なんてことが、合わせて分かります。 

 

 

 

 

 

 

 


